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(57)【要約】
【課題】　スピーカー箱の底部に設置するスピーカーの
振動制動に関する装置である。
　スピーカー箱のスピーカーユニット部に全重心を設定
し、線接触型の支持体によって支え、回転モーメントの
働きによって前記スピーカー箱から発生する歪みを抑え
るスピーカー台を提供するものである。
【解決手段】本発明は、その課題を解決するために、次
のような手段を考えだした。スピーカー箱をのせるスピ
ーカー台であって
（１）前記スピーカー箱の底面部の重心部を、略水平姿
勢になるように支持するために、前記スピーカー箱に対
して横幅方向に支持体を設ける。
（２）前記スピーカー箱に回転モーメントが働き、前後
方向に回転自在となる線接触部材を前記支持体とする。
（３）前記スピーカー箱が平衡を保つために、前記支持
体の前部と後部に弾性部材を支持体として設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカー箱をのせるスピーカー台であって、前記スピーカー箱に回転モーメントが働
き、前後方向に回転自在となる線接触部材の支持体を設け、前記スピーカー箱の底面部の
重心部を略水平姿勢に保つために、前記支持体の前部と後部に弾性部材を支持体として設
けることを特徴とするスピーカー箱をのせるスピーカー台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明はスピーカー箱の底部に設置するスピーカーの振動制動に関する装置についてで
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来はスピーカーユニットの振動による歪みをスピーカー箱の底部に、多点接触または
面接触によるインシュレーターにて振動の遮断と制動機能を持たせていた。
【先行技術文献】
【０００３】
【特許文献】
【特許文献】　特開２０１１－２７２４９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
これには次のような欠点があった。多点接触としてのインシュレーターには、スピーカー
の振動制御機能が強すぎても、弱すぎても音が悪く聞こえ、最適なものを選択するのが難
しい。スピーカーと床面との振動を遮断するために３点ないし４点支持点接触インシュレ
ーターや面接触オーディオボードはスピーカーの底面部を前後左右に動かないように固定
することになるので、当該スピーカー箱がねじれやゆがみ歪みのような複雑な歪みを発生
させる。
【０００５】
従来方式については、音が変わるのは物理的に説明はつくが，よい音に改善されたかどう
かは聞く側の主観的感性による要素が多いものである。
本発明は以上の課題を解決するためなされたものである。これは従来用いられている多点
接触支持型でもなく、面接触支持型でもない。スピーカー箱のスピーカーユニット部に全
重心を設定し，ここを線接触支持型の支持体によって支え、回転モーメントの働きによっ
て前記スピーカー箱から発生するひずみを抑えるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明は、その課題を解決するために、次のような手段を考えだした。スピーカー箱をの
せるスピーカー台であって
（１）前記スピーカー箱の底面部の重心部を、略水平姿勢になるように支持するために、
前記スピーカー箱に対して横幅方向に支持体を設ける。
（２）前記スピーカー箱に回転モーメントが働き、前後方向に回転自在となる線接触部材
を前記支持体とする。
（３）前記スピーカー箱が平衡を保つために、前記支持体の前部と後部に弾性部材を支持
体として設ける。
以上を具備するスピーカー箱をのせるスピーカー台である。
【発明の効果】
【０００７】
従来はスピーカー箱の底部を固定すると、スピーカーユニットのマグネット部で生じる反
作用の力による運動エネルギーは、前記スピーカー箱の底部で床面を通して放出され、全
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体の重量を外力として受け止め、そのためねじれやゆがみが発生し歪みとなる。前記マグ
ネット部の反作用による振動はフレーム、ついで前面バッフル、側面、ついで底面部、つ
いで床の不動の固定部と、複雑な経路をとりその間に歪が発生する。
【０００８】
本発明により、スピーカーユニットのマグネット部からの反作用で生じる不要振動は重心
部を中心とする回転モーメントとして受け止め、それを運動エネルギーとして放出し、ス
ピーカー箱の前部と後部とで消費する。床とつながらないため外力が働かず重心の変化が
ないため前記スピーカー箱は歪みのもととなるストレスが加わらないので、不要な振動の
発生を抑える効果がある。マグネット部の反作用の力を、スピーカー箱の全重量を重心で
あるマグネット部でうけとめる。図２に基づいて説明すると、全体の重心の位置（１０）
は釣合い状態が反作用の力Ｆによりずれると益々釣合い状態から遠ざかる不安定な釣合い
としている。ここで前記反作用の力Ｆにより重心部が移動しようとすると、前記スピーカ
ー箱（１）は釣合がずれて斜めに傾き、回転モーメントとしての運動となる。このように
して回転モーメントは運動エネルギーとなる。
全体の重心の位置（１０）を中心に回転モーメントが働き、この重心の位置（１０）は移
動がないので前記反作用による力Ｆな内力として働く。この内力はすべて前方と後方に運
動エネルギーとして放散、消費される。前記スピーカー箱（１）はストレスによる歪がか
かりにくくなる。この反作用による力Ｆは外力としての床とつながらずこれによる加振さ
れる歪みは少ないという効果がある。
【０００９】
本発明により、前記スピーカー箱（１）の底部の重心の位置（１１）に線接触する支持体
（１３）を備えることによって，スピーカーユニット（１４）とマグネット部を含むスピ
ーカー箱（１）の全重量が全体の重心の位置（１０）にかかり振動の加速を受け止める。
前記重心の位置（１０）にマグネット部があるのでスピーカーユニット（１４）の重量を
Ｍｓｐ、又スピーカー箱の重量をＭｂｏｘとすれば、コーン振動による反作用の力Ｆ１は
（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）×ａ－－－－（１），　ａ：マグネット部の加速度。　一方、コー
ン振動板による作用の力ＦはＦ＝ｂｍで表わされる。ｂ：コーン振動板の加速度、ｍ：コ
ーン振動板の重量とする。
作用の力と反作用の力は等しいので次式が成り立つ。
（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）×ａ＝ｂｍ－－－－（２），従ってマグネット部の加速度ａは
ａ＝ｍｂ／（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）－－－－（３）．これはコーンの振動による反動の力を
、スピーカー箱の全重量を重心として、この振動エネルギーを受け止めることになる。従
って反作用の力をマグネットの重さだけで受け止めるより振動を抑える効果がある。加速
度の比率＝コーンの重量／スピーカー箱の全重量である。
コーンの重量が１０ｇ、スピーカー箱の全重量を２０Ｋｇなら、マグネット部の加速度の
比率はａ／ｂ＝１／２０００，となり振動の制動効果は大きいものとなる。
【００１０】
スピーカーユニット（１４）のマグネット部が反作用の力によって振動すると、フレーム
を通して前面バッフル（１８）に伝わる。この前面バッフル（１８）からの振動エネルギ
ーはこのマグネット部の位置を中心に回転モーメントとして働き、マグネット部の重心の
位置は変わらない。このとき、支持体（１３）は丸棒形のもので前記前面バッフル（１８
）が前方に傾くと、これが反時計方向にまわり、後方に傾く時は、時計方向に回る。この
動作によって全体の重心の位置（１０）を中心として回転モーメントが働く。これによっ
てこの重心の位置（１０）を境にして前記バッフル面（１８）の反作用の力による振動は
、この面の上部と下部では位相が反転し、逆相関係になり、互いの音圧は相殺される。重
心を中心に空間に放出される音圧は、上部バッフル面は正相レベル（１５）とすれば下部
バッフル面からは逆相レベル（１６）となり、バッフル面からのマグネット部の反動によ
る歪音は空中で相殺され消える効果がある。
【００１１】
スピーカー箱の底面部に取り付ける３角棒などの転がらない支持体の線接触部は、ここを
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支点として回転モーメントが働く。図３と図４に基づいて説明すると、図３はスピーカー
箱がその底面部を直接床に置かれたものを示す。スピーカーユニットのマグネット部の反
作用によって外力となって固定された床とでバッフル面を振動させる。これによってスピ
ーカー箱は強いストレスが生じ、捩れや歪みによって歪み音が発生する。図４に基づいて
説明すると、重心の位置にあるマグネット（６）Ｃ点は支持体（７）を中心支点として回
転モーメントが働く。コーンの作用の力の反作用によってスピーカーユニットのマグネッ
ト部（６）の回転モーメントが働く時、この速度ＶはＶ＝ｒｗ－－－（４）　ｒ：支点ｄ
点から前記ｃ点までの距離、ｗ：回転の角速度である。
（４）式からｄＶ／ｄｔ＝ａは加速度でｄｗ／ｄｔ＝ｆは角加速度となり
ａ＝ｆｒ　－－－（５）と示される。一方、Ｉｆ＝Ｆ１ｒ－－－（６）．Ｉは慣性モーメ
ントで、Ｉ＝ｒ２×（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）である。ここでＭｓｐ：スピーカーマグネット
部の重量、Ｍｂｏｘ：スピーカー箱の重量、Ｆ１：反作用の力とする。
（６）よりｒ２ｆ×（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）＝Ｆ１ｒ　－－－（７）
（５）式よりｆ＝ａ／ｒとにより、Ｆ１＝ａ×　（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）－－－（８）
コーンの振動の　作用の力ＦはＦ＝ｂｍ－－－（９）　ｂ：コーンの加速度、ｍ：コーン
の重量、作用の力Ｆ＝反作用の力Ｆ１なので（８）式と（９）式よりマグネット部の加速
度ａ＝　ｍｂ／（Ｍｓｐ＋Ｍｂｏｘ）－－－（１０），（１０）式よりマグネット部の加
速度ａはコーンの加速度ｂに比較して大幅に小さい。例えば、コーンの重量が１０ｇでス
ピーカーユニットの重量が２Ｋｇ、スピーカー箱のそれが２０Ｋｇとすれば、ａ＝１０／
２２０００＝１／２２００となり、反動によるマグネット部の振動は抑えられる。さらに
回転モーメントによる運動で外力とつながらないので歪みは外力となる床に直接置いた場
合に比べて、これに起因する歪みは発生しない効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】は、本発明の側面の断面図である。
【図２】は、本発明の動作原理図である。
【図３】は、スピーカー箱の床への直置きの原理図である。
【図４】は、本発明の原理図である。
【図５】は、本発明の実施例の斜視図である。
【図６】は、本発明の線接触支持体の円筒よりカットして分解した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
以下、本発明を実施するための形態について図１に基づいて説明する。スピーカー箱（１
）の底面部（２）の重心の位置（３）に、スピーカーユニット（４）の取り付けられてい
るバッフル正面（９）と平行方向、つまり当該スピーカー箱（１）の横幅方向に線接触す
る支持体（５）を設ける。ここで線接触とは前記スピーカー箱（１）の底面部（２）と前
記支持体（５）との間、又床面（３０）と前記支持体（５）との間が、幾何学的に１本の
線になるように接触することを言う。
また、点接触であっても１列に直線的に並べた同等の線接触機能を有するものも含む。ま
た面接触であっても底面部（２）の平衡が取り難い不安定な釣合いとなるものも含む。こ
こで前記スピーカー箱（１）は前記支持体（５）によって重心の位置（３）で線接触支持
されているので、不平衡となりやすく、平衡をとるために前記支持体（５）の前部と後部
にマグネット（６）やスポンジ等の弾性体（７）を設け、平衡をとっている。前記支持体
（５）は重心の位置（３）にあるため、ほぼ全重量がここにかかり、前記マグネット（６
）やスポンジ等の前記弾性体（７）部には単に平衡を保つために支えるだけの荷重がかか
るにすぎない。補助的な支えである。コーンが動いてもその反動で前記スピーカー箱（１
）の全体の重心の位置は変わらないので、ここを中心として前、後方向に回転モーメント
が働き、横方向の変化はしない。この回転モーメントの働きをさせるため、前記支持体（
５）は転がる丸棒状等の機能を持たせる構造とする。また、前記支持体（５）を中心に慣
性モーメントの働きを持たせるために３角状等の構造にする。転がらないものもある。
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【００１４】
図２に基づいて説明すると、全体の重心の位置（１０）にあるマグネット部はコーンが振
動するとその反作用で振動する。線接触する前記支持体（１３）を全体の重心の位置（１
０）底面部の重心の位置（１１）に横幅方向に設ける。
全体の重心の位置（１０）を中心に回転モーメントが働き、前記前面バッフル（１８）を
前後に振動させる。ここでは前記支持体（１３）は転がる円筒状のものを使っている。前
面バッフル（１８）が前方向に傾く時は前記転がる丸棒状の支持体（１３）は反時計方向
に回り、一方前記前面バッフル（１８）が後方に傾く時は時計方向に回る。この運動によ
って前記全体の重心の位置（１０）つまりスピーカーユニットのマグネットの位置を中心
に回転モーメントが働く。
反作用の力によっては重心の位置を変化させず、回転運動にすることである。
コーンの振動によるマグネット部からの反作用の力を内力として消費し、外力とつながら
ず、重心の位置が変化せず、外力による歪みの原因となる床面とはフローテイングになっ
ている。
【実施例】
【００１５】
図５は本発明によるスピーカー台の斜視図を示す。線接触支持体（２０）の両側にこれを
支えるための支持体（２１）と同（２２）を設ける。第１の支持部材（２４）の上部に前
記支持体（２１）と（２２）を固定する。
前記支持体（２１）と同（２２）の上面部にスポンジ等の弾性体（２３）と同（２５）を
設ける。これはスピーカー箱の底部を、前記線接触支持体（２０）を支点として平衡を保
つための働きをする。前記線接触支持体（２０）の中心部とそれに面する前記支持体（２
１）と同（２２）の側面部との間にスポンジ等の弾性体（２６）と同（２７）を設け、前
記線接触支持体（２０）を支える。前記線接触支持体（２０）がその重心の位置を中心に
回転、振動するためである。図６は前記線接触支持体（２０）の斜視図であり半径ｒの丸
棒状のもの（２９）のその重心の位置を対称にし、両側をカットしたものである。これに
よって省スペースとなり、かつ可動範囲内においては丸棒状の線接触支持体としての機能
を果たしている。
【符号の説明】
【００１６】
１　スピーカー箱
２　底面部
３　重心位置
４　スピーカーユニット
５　線接触支持－１
６　マグネット
７　弾性体
９　バッフル正面図
１０　床面
１９　全体の重心の位置ｃ点
２２，２３，２４、２５　弾性体
２７，２８　支持体
２９　丸棒
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